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第３号 令和８年 ６月 

６月１７日、３･４年生児童、PTA 本部の皆さ
ん、大雪土地改良の方々と一緒に、学校前の通りに
マリーゴールドを植えました。４００株を全員で手
際よく植えることができました。小学校前の通りが
もう少しすると「オレンジ」に彩られます。作業い
ただきました皆様、ありがとうございました。 

６月５日(金)に生活部の役員さん

に素敵な花壇をつくっていただきま

した。色合いやデザインを設計いた

だき、工夫してつくられていまし

た。ちょうど今、色鮮やかに咲いて

います。ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
                                校長 荒川 美奈子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 行  事  等 

１ 水 廃品回収(３１日まで) 図書 

２ 木 修学旅行１日目 

３ 金 修学旅行２日目 

４ 土  

５ 日  

６ 月 突哨山②（中） 

７ 火 職員会議 図書 ２年食育 

８ 水 突哨山②（低） 委員会④ 図書 

９ 木 火金日課 ＣＡＰ北部ブロック 

10 金 
全校参観日・学級懇談 
旭川市教育委員会説明会 

11 土  

12 日  

13 月 
突哨山②（高） フッ化物洗口 
CAP（3･4 年）スクールカウンセラー来校 

14 火  

15 水 図書 クラブ③ JICA 異文化交流（3･4 年） 

16 木 突哨山予備日 

17 金 引落日 

18 土  

19 日  

20 月 海の日 上川神社例大祭 

21 火  

22 水 図書 自動車文庫 

23 木 
終業式 大掃除 ＜火・金日課＞ 
※４時間授業（給食なし）  

24 金 夏季休業～８月２４日 

25 土  

26 日  

27 月  

28 火  

29 水 図書 

30 木  

31 金  

    
《７・８月の生活目標》 

「規則正しい生活をしよう」 
 

 

 

 

7 月は古紙回収期間です。ご協力をよろし

くお願いします。 

＜期間＞７月１日（水）～31 日（金） 

６月６日（土）、令和８年度 近文第２小学校 東鷹栖保育所合同大運動会を無事に終えることができま

した。５月下旬の天候不順と気温の変動等、運動会の２週間前頃から、管理職を含め教職員の一日は「天気

予報」の確認で始まり、雨マークが付いた、消えたで一喜一憂をしていました。 

運動会を待ち望む多くの人の願いが届いたのか、運動会が近づくにつれ雨マークは消え、当日は最高の

運動会日和となりました。 

PTA 役員を始め保護者の皆様には、前日の会場設営から当日の運営・後片付けまで、ご協力いただきま

した。本当にありがとうございました。 

近２小の運動会は、「紅白に分かれて行う応援合戦」「縦割り班で取り組むよさこい」「全校リレー」等、

高学年が中心となり下級生にアドバイスしながら取り組む姿が多く見られました。誰もが出番と係活動ど

ちらも最大限の力を出し切る、自分の役割をしっかり果たすすばらしい動きに感心しました。 

そして、勝っても負けても子ども達が競技に取り組む姿からは、あきらめない気持ちがしっかりと伝わ

ってきました。この頑張りを支えた陰には、保護者の皆さんの声援や子ども達に負けないくらい一生懸命

競技に参加して下さる姿から受け取った、たくさんの 

パワーがありました。最後まで近二っ子たちへの温かい 

ご応援、本当にありがとうございました。 

この運動会を通して培った「あきらめない心」「相手 

チームも含め互いに尊重し讃え合える心」「仲間と 

協力する力」等々を今後の学校生活の中で生かして 

まいります。 

今後とも、子ども達への温かいご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

※子ども達が楽しみにしている水泳学習が始まりました。安全委配慮しながら取り組んでまいります。 

天候にも恵まれ、風は強かったですが全種目
実施することができました。白熱する競技に、
子どもたちが一生懸命取り組む姿を保護者の皆
さんに見ていただくことができて良かったで
す。草刈や前日準備など保護者の皆様には、ご
支援いただき、本当にありがとうございます。 

 
現在サッカーワールドカップ 2026 が開催されています。日本だけでなく世界中が盛り上がっています。サッ

カーに詳しくない私自身、先日の日本×チュニジア戦は、リアルタイムで TV にかじりついて観戦したほどです。 
今回もワールドカップでは、その規模の大きさから（１億円を越える観戦チケットがあるとか）、多くの人が

熱心に応援しています。しかし時には、その応援が過熱しすぎて、期待通りの結果が得られなかった選手や審判
に対して SNS で心ないメッセージの投稿が既に発生しているそうです。書き込みを載せた本人に誰かを傷つけ
ている意識がなくても、選手本人や選手を支えてきた家族や関係者を苦しい気持ちにさせているのが現実です。 
先日５・６年生を対象に、元警察官を講師に迎え、「SNS から自分を守ろう」と題して出前授業が行われまし

た。「SNS 上のいい人って本当にいい人？」「個人情報について」「文字の力」について等みんなで考えました。 
テクノロジーの進歩により、誰もが簡単にメッセージを発信できるようになりました。今の子どもたちから

は、切り離そうとしても切り離すことができないツールだと思います。 
だからこそ、一人ひとりの言葉が大きな影響をもつことを自覚し、誰かを傷つけることがないように、そして

何よりも自分を傷つけることのないように、今後もどんなことに注意していかなければならないかを様々な場
面で考えていきます。ご家庭でも、児童の使用の際には、家庭内ルールの設定や定期的なチェック、ペアレンタ
ルコントロール機能やフィルタリングの利用等についてお子さんとお話し合いいただければと思います。 

 


